
墨
書
幼
児
名
号
に
つ
い
て

は
じ
め
に

蓮
知
は
じ
め、

本
願
寺
歴
代
の
墨
書
名
号
の
中
に
幼
年
（
管
見
で
は
十
二
歳
ま
で）

の
年
令
の
み
を
記
し
た、

大
小
の
名
号
が
数
多
く
伝
存
す
る。

先
年
刊
行
し
た
『
蓮

如
名
号
の
研
釘』

に
お
い
て
は、

調
査
検
討
中
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
こ
れ
に
つ
い
て

は
ふ
れ
な
か
っ

た。

た
だ
蓮
知
名
号
研
究
の
一

環
と
し
て、

こ
れ
ら
幼
児
名
号
に
い

ち
早
く
注
目
さ
れ
た
の
は
北
西
弘
氏
で
あ
認。

氏
の
研
究
に
よ
る
と
伝
存
す
る
多
く

の
幼
児
名
号
を
蓮
如
筆
と
考
え
ら
れ、

あ
る
い
は
宣
如
の
幼
少
期
の
歴
代
銘
な
ど
に

も
注
目
さ
れ
て
い
る。

伝
存
す
る
こ
れ
ら
大
半
の
幼
児
名
号
に
は、

蓮
知
筆
と
伝
え
る
も
の
が
最
も
多
い

ょ
う
で
あ
る
が、

確
た
る
史
料
性
を
有
す
る
も
の
が
無
い
た
め
特
定
を
困
難
に
し
て

い
る。

ま
た
筆
蹟
も
幼
児
ゆ
え
に
一

様
で
は
な
く、

か
な
り
悪
筆
な
も
の
も
散
見
さ

墨
書
幼
児
名
号
に
つ
い
て

馨

5
4

・

2
J
t

ー：
！
：

；



同
朋
大
学
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
三
号

れ
る 。
あ
る
い
は
蓮
知
に
限
ら
ず 、
歴
代
の
そ
れ
ぞ
れ
が
書
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
る 。

筆
者
は 、

彦
根
市
善
敬
寺
蔵
の
伝
観
知
（
教
如
法
嗣
・

早
世）

筆
十
一

才
名
号
と

岡
本
願
寺
歴
代
銘
に
つ
い
て
考
察
す
る
機
会
を
あ
た
え
ら
れ
足 。

た
だ
観
知
筆
の
明

確
な
名目
方
や
筆
蹟
が
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め 、

如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
断
定
を
保

留
し
た 。

た
だ 、

こ
れ
に
関
連
し
て
あ
ら
た
め
て
幼
児
名
号
に
注
目
す
る
時 、

の
方
向
性
が
見
え
て
来
る
よ
う
で
あ
る 。

以
下 、

伝
承
等
を
措
い
て
諸
名
号
や
歴
代

銘
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い 。

幼
児
名
号
自
体
こ
れ
を
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
す
べ

き
で
あ
ろ
う
か 。

宗
主
後
継
者
に
よ
る
古
書
始
め
の
産
物
と
も
考
え
ら
れ
る
が 、

得
度
以
前
の
者
が
こ

う
し
た
も
の
を
書
き 、

円
末
に
配
布
し 、

さ
ら
に
礼
拝
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
本
来

考
え
ら
れ
な
い 。

た
だ 、

同
趣
の
も
の
と
し
て
神
号
に
も
幼
児
年
令
が
記
さ
れ
た
も

の
が
存
す
る 。

例
え
ば 、

豊
臣
秀
頼
九
才
・

八
才
筆
の
「
豊
国
大
明
神」

号
、が
そ
れ
で
あ
る 、
が

（
写
真
I 、

豊
1
・

豊
2
て

こ
の
場
合
は
署
名
を
し
て
い
る
た
め
秀
吉
後
継
者
で
あ

る
こ
と
が
自
明
で
あ
り
意
義
を
持
つ 。

ま
た
署
名
を
せ
ず
年
令
の
み
の
天
神
神
号
も

「
南
無
天
満
大
自
在
天
神」

号
（
写

見
ら
れ
る 。

伝
徳
川
家
光
筆
の
「
七
才」

の

真
E
・

天
神
4）

や
真
宗
寺
院
に
も
例
え
ば 、

高
槻
市
富
岡
本
照
寺
に
「
六
歳」

天
神
神
号
が
伝
来
し
（
写
真
E
・

天
神
3） 、

蓮
知
筆
を
伝
承
す
る 。

伝
蓮
知
筆
神
号
の
起
点
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は 、

大
津
市
堅
田
本
福
寺
蔵
の
「
南

写
真
I

豊
臣
秀
頼
神
号

一

定

豊
1
「
秀
頼
九
才」

の

豊
2
「
秀
頼
八
才」



写
真
E

天
神
神
号墨

書
幼
児
名
号
に
つ
い
て

天
神
1

「
鶴
満
丸
六
歳
書」

伝
親
驚
筆
・

小
山
正
文
氏
蔵

天
神
2

「
鶴
満
丸」

伝
蓮
如
筆
・

本
福
寺
蔵

天
神
3

「
六
歳」

伝
蓮
如
筆
・

本
照
寺
蔵

天
神
4

「
七
才」

伝
徳
川
家
光
筆

天
神
5

（
参
考）

青
蓮
院
系

無
天
満
大
自
在
天」
「
鶴
満
丸」

と
あ
る
蓮
知
筆
と
伝
え
る
天
神
神
号
で
あ
る
（
写

真
E
・

天
神
2）
。

こ
れ
は
幼
児
名
号
を
考
え
る
上
で
そ
の
背
景
と
も
な
る
と
思
わ

れ、

以
下
少
し
く
こ
れ
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い。

こ
の
神
号
に
最
初
に
注
目
さ
れ
た
の
は
千
葉
乗
隆
氏
で、

蓮
如
や
親
鷲
の
神
砥
に

対
す
る
姿
勢
・

神
祇
観
の
中
よ
り
神
号
の
存
在
を
模
索
し
つ
つ、

蓮
如
子
息
や
本
願

寺
内
部
に
お
い
て
天
神
神
号
や
託
宣
文
を
所
持
し
た
徴
証
を
紹
介
さ
れ、

天
神
・

八

幡
神
が
室
町
期
に
は
本
地
を
阿
弥
陀
仏
に
擬
す
る
思
潮
を
も
加
味
し、

蓮
如
が
天
神

（

7
）
 

神
号
を
書
く
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
た。

ゃ

本
福
寺
の
伝
承
に
よ
る
と、

鶴
満
丸
と
は
親
鷲
の
幼
名
で、

六
才
の
時
鎌
倉
の
荏

柄
天
神
へ

奉
納
の
神
号
を、

後
に
蓮
知
が
関
東
経
回
の
折、

こ
れ
を
拝
見
し
て
帰
京

（
補
註
1
）

の
瑚
本
福
寺
法
住
に
土
産
と
し
て
書
い
て
下
さ
れ
た
と
云
う。

一

方、

近
時
「
鶴
満
丸
六
歳
書」
「
永
享
十
二
年
十
一

月
日」

と
あ
る
天
神
神口
す
が

見
出
さ
れ
た
（
写
真
E
・

天
神
1）
。

こ
れ
に
は
軸
裏
に
「
親
鷲
聖
人
筆」

と
あ
り、

年
号
と
矛
盾
す
る
も
鶴
満
丸
親
鷺
伝
承
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る。
永
享
十
二
年（
一

四
四

O
）

は
蓮
如
二
十
六
才
に
当
た
る
が
蓮
知
筆
と
も
考
え
ら
れ
な
い。

（
補
註
2
）

鶴
満
丸
の
幼
名
に
つ
い
て
は、

近
世
の
通
俗
的
親
鷲
伝
に
も
一

部
見
出
せ
る
が、

出
自
と
い
わ
れ
る
日
野
家、
が
鶴
丸
紋
で
あ
り
こ
の
あ
た
り
か
ら
生
じ
た
伝
承
と
も
考

え
ら
れ
る。

い
ず
れ
も
室
町
期
か
ら
戦
国
期
に
多
く
書
か
れ
た
青
蓮
院
系
の
天
神
神

号
に
通
ず
る
筆
法
で
あ
り
（
写
真
E・
天
神
5）
、

永
享
十
二
年
の
も
の
も
年
次
的
に

は
信
拠
し
て
よ
い
よ
う
で
あ
る。

こ
れ
ら
が
近
世
に
入
り
真
宗
の
伝
承
に
取
り
込
ま

れ
た
と
考
え
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う。

も
ち
ろ
ん
蓮
知
筆
と
の
伝
承
も
こ
れ
に
付
随



同
朋
大
学
側
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
三
号

す
る。こ

の
よ
う
に
考
え

て

み
る
と、
蓮
如
以
来
の
幼
児
名
号
の
伝
承
も
こ
れ
ら
を
同一

平
面
上
で
考
え

て

み
る
必
要
性
が
出

て

く
る。
ま
ず
筆
蹟
上
の
特
徴
を
考
察
し

て

み

る
年
令
の
記
さ
れ
る
幼
児
名
号
の
特
徴
は、
総
体
的
に
稚
拙
で
筆
蹟
上
の
分
類
が
困

難
で
パ
タ
ー
ン
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い 。
た
だ一
部
に
は
運
筆
上
の
類
似
点
を
見

出
せ
る
も
の
も
あ
り 、
あ
る
程
度
の
グ
ル
ー

プ
分
け
は
可
能
で
あ
る。

そ
こ
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
年
令
を
「
歳」
と
書
く
も
の
で 、
管
見
で
は
九
i

十
二
歳
ま
で
あ
る。
こ
れ
は

の
筆
法
に
特
徴
が
あ
り 、
や
が

て

は
宣
知
の
花

「
知」

押
入
り
名
号
と
相
通
ず
る
筆
蹟
と
見
る
こ
と
が
で
き 、
こ
れ
ら
は
宣
如
の
幼
児
名
号

と
考
え
ら
れ
る
（
写
真
E
・

名
1
1

名
7） 。

先
に
例
示
し
た
豊
臣
秀
頼
筆
「
豊
田
大
明
神」
号
も
八
才・
九
才
で
あ
り 、
ほ
ぼ

同
年
令・
同
時
期・
同
等
の
文
化
レ
ベ
ル
の
も
の
と
し

て

こ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き

る。
そ
の
点 、
他
の
も
の
は
や
は
り
稚
拙
で
あ
る。

こ
れ
ら
を
宣
如
筆
の
名
号
と
見
た
場
合 、
「
慶
長
十
八
年
十一
月
十
八
日

十
才」

真 と
VI あ
ゐ る
す罪
名主
宇辛 4語、

の主

3要
Z 言
思等単 歴と ι
は �

芝 E
難丑
U 、 J,<U

の

歴年
千ヤ 寸3

会長 と

三五
い す

て

る
は が
後

考
察
を
加
え
た
い。

ま
ず 、
幼
児
名
号
の
中
で
最
も
多
い
の
が
「
元」
の
第
三
回
目
や 、
光
の
第
五
画

写
真
E

宣
如
筆
と
考
え
ら
れ
る
幼
児
名
号

（
写

四

名
l

「
九
歳」

個
人
蔵

名
2

「
十
一

歳」

個
人
蔵

名
3

「
十
二
歳」

個
人
蔵

名
4

「
十
二
歳」

個
人
蔵



TF
料集、

�Pfl 方 j を M

J、、 ＇笠2 ', 

空i f 
手！え
ま！ま
らト :,);t, 
れト
て

た

名
5

「
十
二
歳」

長
浜
別
院
蔵

名
6

「
十
二
歳」

豊
田
市
芳
友
寺
蔵

名
7

（
参
考）

宣
如
花
押

西
尾
市
随
厳
寺
蔵

右
上
へ
の
は
ね
上
げ
が
勢
い
よ
く

長
く
な
る
も
の
で
あ
る
（
図
I・
A・
B） 。
こ
れ
ら
を
重
視
す
る
な
ら
か
な
り
の
割

合
の
名
号
が
同一
の
筆
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
と
に
な
り 、

大
き
な
特
徴
と
見
ら

れ
る 。

あ
る
い
は
「
歳」

字
が
宣
如
筆
と
推
定
し
た
も
の
と
異
な
る
も
の
も
あ
り 、

こ
れ
も一
つ
の
グ
ル
ー

プ
と
見
倣
せ
よ
う
（
図
I
・

C 、

写
真
名
w
a

i
n） 。

で
は
な
く
全
て
「
元」

今一
つ
の
特
徴
は 、

去
の
字
が
用
い
ら
れ
る
場
合 、
「
元」

墨
書
幼
児
名
号
に
つ
い
て

と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る 。

墨
書
名
号
の
場
合 、

親
鷺
は
じ
め
蓮
如
か
ら
教
知
ま
で

の
も
の
は
「
元」
が
用
い
ら
れ
て
お
り 、

宣
如

よ」

j仁
A 

に
お
い
て
は
両
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る 。

元
は
も
ち
ろ
ん
「
元」
が
正
字
で
「
元」
は

正
字
で
は
な
い
が 、

何
故
か
戦
国
期
本
願
寺
で

元J

tJ 
B 

図 I

は
「
元」
が
名
号
に
お
い
て
依
用
さ
れ
る 。

た

だ 、

写
本
類
に
お
い
て
は
親
鷺
の
場
合
坂
東
本

『
教
行
信
誼』
に
は
両
用
さ
れ
て
い
る 。
蓮
如
の

会

C 

場
合
も
若
年
の
写
本
に
は「
元」
が
用
い
ら
れ
る 。

し
た
が
っ
て
幼
児
名
号
は
「
元」
で
あ
る
の

で 、

多
く
の
伝
承
の
よ
う
に
幼
児
名
号
は
蓮
如
筆
と
し
て
よ
い
こ
と
に
な
る 。

そ
し

て
成
年
に
な
っ
て
「
元」

と
書
き
替
え
た
と
見
れ
ば
矛
盾
し
な
い 。

と
こ
ろ
が 、

確
実
な
蓮
知
の
墨
書
名
号
の
初
見
は
応
仁
二
年
（一
四
六
八）
五
月

二
十
日
の
裏
書
を
附
す
る
安
城
市
本
詮
寺
蔵
と
碧
南
市
応
仁
寺
旧
蔵
の
六
字
名
号
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が 、

裏
書
を
附
し
た
墨
書
名
号
が
こ
れ
以
外
に
見
ら
れ
ず 、

こ

れ
を
最
初
期
の
も
の
と
考
え
て
大
過
な
い
と
思
わ
れ
る 。

す
な
わ
ち
幼
児
名
号
は
五

十
四
才
以
降
晩
年
ま
で
裏
書
を
附
さ
ず
に
大
量
に
書
く
こ
と
を
予
言
す
る
か
の
よ
う

に 、

幼
児
期
に
多
数
書
い
た
こ
と
を
物
語
る
が 、

こ
う
し
た
「
蓮
如
像」

伝
承
形
成

の
産
物
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る 。

し
た
が
っ
て、
「
王」
の
み
用
い
ら
れ
た
大
変
稚
拙
な
幼
児
名
号
群
は 、
次
に
考
察

す
る
本
願
寺
歴
代
銘
と
関
連
し
て
宣
知
期
頃
に
偽
作
さ
れ 、
寺
院
や
在
家
に
行
き
渡
つ

て
い
っ
た
可
能
性
が
高
い 。

五



写
真
W

幼
児
名
号 同

朋
大
学
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
三
号

名
8
「
九
才」

金
沢
市
本
泉
寺
蔵

名
9
「
十
才」

個
人
蔵

名
目
「
十
才」

同
右

名
口
「
十
一

才」

個
人
蔵

（
双
幅）

� 

ノ、

名
ロ
「
五
才」

岐
阜
県
聖
運
寺
蔵

名
口
「
五
才」

甚
目
寺
町
願
王
寺
蔵

名
M
「
五
才」

長
浜
別
院
蔵

名
目
「
六
才」

豊
田
市
安
福
寺
蔵



墨
書
幼
児
名
号
に
つ
い
て

名
目山
「
五
才」

個
人
政

名
刀
「
六
才」

三
好
町
阿
弥
陀
寺
蔵

名
目
「
六
才」

閉店
南
市
蓮
成
寺
蔵

名
目
「
六
才」

横
浜
市
永
勝
寺
蔵

名
初
「
八
才」

同
右

写
真
V

大
型
名
号

名
幻
「
九
歳」

碧
南
市
等
覚
寺
蔵

名
泣
「
十
歳」

羽
咋
市
本
念
寺
蔵

名
お
「
十
歳」

同
右

名
M
「
九
才」

大
野
郡
長
円
寺
蔵

名
お
「
九
才」

岡
崎
市
順
因
寺
蔵

七



同
朋
大
学
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
三
号

こ
の
点 、
観
知・
官一
如
期
に
記
さ
れ
た
本
願
寺
歴
代
銘
に
つ
い
て
次
に
検
討
を
加

え
て
お
き
た
い 。

彦
根
市
善
敬
寺
に
は、
伝
観
如
筆
と
伝
え
る
「
十一
才」
の
親
驚
か
ら
観
如
ま
で

の
本
願
寺
歴
代
銘
を
所
蔵
す
る
（
写
真
羽・
銘
1） 。
ま
た
同一
筆
蹟
で
「
十
才」
と

す
る
も
の
が
刈
谷
市
正
覚
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
（
同・
銘
2） 。
さ
ら
に
先
に
あ
げ
た
羽

咋
市
本
念
寺
の 、
「
聖
徳
太
子・
源
空
上
人」
か
ら
「
観
知
上
人」
ま
で
記
し
「
慶
長

十
八
年
十一
月
四
日・
十
才」
と
す
る
歴
代
銘
が
あ
る
（
同・
銘
3） 。
特
に
こ
れ
は

年
次
と
年
令
か
ら
宣
如
筆
を
告
げ
る 。
善
敬
寺
本
に
は
「
願
主
善
敬
寺」 、
本
念
寺
本

に
は
「
本
念
寺」
と
願
主
を
記
し
て
お
り 、
こ
の
両
者
の
「
聖」
「
締」
「
顕」
「
観」

な
ど
の
文
字
に
着
目
す
る
時 、
同一
筆
蹟
と
判
断
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る 。

こ
れ
ら
の
歴
代
銘
を
考
え
る
上
で 、
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
は
北
西
弘
編
『
金
沢

専
光
寺
史』
七
O
頁
に
掲
載
さ
れ
る
武
田
長
兵
衛
家
蔵
本
で 、
歴
代
の
命
日
や
従
覚・

円
如
も
加
え
ら
れ
て
い
る 。
ま
た
「
慶
長
拾
参
甲
成
稔
極
月
廿
七
日

本
願
寺
釈
九

才

口
左」
と
あ
り 、
北
西
氏
は
九
才
を
五
才
と
読
み
論
を
進
め 、
慶
長
九
年
生
ま

れ
の
宣
如
の
筆
と
断
定
さ
れ
た 。
そ
し
て 、
「
口
左」
を
「
お
さ」
と
読
め
ば
宣
如
の

幼
名
長
丸
で
あ
る
と
す
る 。

し
か
し 、
こ
の
年
令
は
明
ら
か
に
「
九
才」
と
読
む
こ
と
が
で
き 、
慶
長
五
年
生

ま
れ
と
な
り 、

刻
当
す
る
人
物
は
系
図
等
か
ら
は
見
当
た
ら
な
い 。
す
な
わ
ち
観
如

で
も
宣
如
で
も
な
い
こ
と
に
な
る 。
こ
の
内
容
は
「
教
如
上
人」
ま
で
あ
り 、
観
如

写
真
羽

本
願
寺
歴
代
銘

八銘
1 

彦
根
市
善
敬
寺
蔵

銘
2

刈
谷
市
正
覚
寺
蔵

銘
3 

羽
咋
市
本
念
寺
蔵



た
男
子

(公
海
)
を
迎
え
て
継
職
さ
せ
よ
う
と
画
策
し
た
か
ら
で
、
こ
れ
は
失
敗
に

終
わ
っ
た
。

ま
た
、
幕
末
の
東
本
願
寺
系
図
集
成
で
あ
る

『大
谷
嫡
流
実
記
』
宣
如
条
に
は
、

教
如
遷
化
の
年
に
十

一
歳
で
あ
っ
た
が

「内
実
「
八
才
卜
云
リ
」
と
註
記
す
る
。
つ

ま
り
三
才
鯖
を
読
ん
で
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
北
西
氏
は
、
こ
の
三
才
の
鯖
読
み
の

理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
宣
如
と
公
海
が
同
い
年
だ
っ
た
た
め
、
公
海
を
意
識
し

て
早
く
か
ら
鯖
が
読
ま
れ
た
と
す
る
。

つ
ま
り
後
嗣
問
題
と
関
係
づ
け
る
。

こ
う
し
た
背
景
を
考
慮
す
れ
ば
、
観
如
を
歴
代
並
に
扱
う
こ
と
は
そ
の
ま
ま
そ
の

正
当
な
後
継
者
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
お
そ
ら
く
宣
如
擁
護
派
の
中
か
ら
、
こ

う
し
た
も
の
が
制
作
さ
れ
る
と
共
に
、
宛
所
の
寺
は
そ
の
ま
ま
宣
如
後
継
支
持
の
表

明
で
も
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

事
実
、
教
如
自
身
も
観
如
を
歴
代
に
準
ず
る
考
え
方
を
持
っ
た
よ
う
で
、
観
如
没

後
単
身
影
像
を
下
付
し
て
い
る
。
信
州
本
誓
寺

(慶
長
16

・
12

・
19
)
・
加
州
専
光
寺

(同
16

・
12

・
25
)
・
泉
州
卜
半

(同
18

・
7

・
13
)
・
大
津
御
坊

(裏
無
)
な
ど
で
あ

る
が
、
下
付
さ
れ
た
側
は
前
住
又
は
寿
像
と
し
て
奉
懸
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

意
味
で
は
、
善
敬
寺
も
本
念
寺
に
も
本
来
観
如
影
像
が
存
在
し
て
も
お
か
し
く
な
い

親
教
如
寺
院
で
あ
る
が
、
そ
の
代
替
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
、
観
如

没
直
後
に
観
如
迄
の
歴
代
が
幼
少
の
新
法
嗣

「宣
如
筆
」
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の

歴
代
銘
の
存
在
意
義
は
深
い
も
の
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
慶
長
十
三
年
極
月
二
十
七
日
付

「本
願
寺
釈
九
才
」
の
歴
代
銘
も
、
分
裂

し
た
本
願
寺
の
正
統
性
を
主
張
す
る
に
足
る
も
の
と
し
て
、
さ
ら
に
教
如
本
願
寺
の

九

又
は
宣
如
の
筆
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
や
は
り
稚
拙
で
あ
り
、
善
敬
寺
本

・

正
覚
寺
本
や
本
念
寺
本
と
は

一
見
筆
蹟
が
異
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
断
定
は
保
留

し
後
考
を
侯
ち
た
い
。
あ
え
て
言
え
ば

「本
願
寺
釈
」
の
部
分
だ
け
は
教
如
の
筆
に

通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら

「本
願
寺
釈
九
才
」
と
あ
る
以
上
、
法
嗣
の
立
場
の
人
物
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
該
当
者
の
い
な
い
歴
代
銘
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
教

如
の
周
囲
に
よ
り
、
誤
認
に
よ
り
作
為
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
見
通
し
と
し

て
立
て
て
お
き
た
い
。

そ
し
て
善
敬
寺
本

・
正
覚
寺
本
は
そ
れ
ぞ
れ
十

一
才

・
十
才
で
あ
り
、
本
念
寺
本

も
十
才
で
共
に

「観
如
上
人
」
ま
で
あ
る
が
、
本
念
寺
本
を
宣
如
に
化
託
さ
れ
た
偽

作
と
す
る
な
ら
ば
、
前
者
二
本
も
同
趣
の
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
加
え
て
、

善
敬
寺
本

・
本
念
寺
本
は
宛
所

(願
主
)
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
置
か
れ
た
立

場
を

一
層
明
瞭
に
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

で
は

一
体
ど
う
し
て

「観
如
上
人
」
を
歴
代
並
に
加
え
た
歴
代
銘
が
、
宣
如
に
化

託
さ
れ
て
偽
作
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
宣
如
の
継
職
の
問
題
に
関
係
し
て
い
る
と

考
え
て
み
た
い
。

教
如
法
嗣
観
如
は
慶
長
十
六
年

(
二
(
I
こ

十

一
月
に
十
五
歳
で
教
如
に
先
立

ち
没
す
る
が
、
異
母
弟
の
宣
如
は
法
嗣
に
す
ん
な
り
と
は
決
ま
ら
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
観
如
は
、
教
如
後
室
教
寿
院

(お
ふ
く
)
の
子
で
あ
っ
た
が
、
宣

如
は
側
室
妙
玄
院
の
子
で
、
血
統
的
な
卑
し
さ
が
理
由
だ
っ
た
か
ら
か
教
寿
院
は
反

対
す
る
。
そ
れ
は
教
寿
院
息
女

(教
謐
院
如
頓
)
が
、
花
山
院
忠
長
に
嫁
し
て
設
け

墨
書
幼
児
名
号
に
つ
い
て



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
三
号

継
承
者
に
よ
り
書
き
与
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
支
持
基
盤
強
化
の
た
め
に
機

能
を
は
た
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
先
に
示
し
た
宣
如
筆
の
幼
児
名
号
を
見
た
時
、
管
見
で
は
九
才
か
ら
十

二
才
ま
で
あ
り
、
宣
如
が
法
嗣
に
確
定
し
た
時
期
と

一
致
す
る
。

一
〇

旧
蔵
伝
観
如
筆
二
才
九
字

(
一
九
二
×
四
九

・
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
・
同
六
才
十
字

(
二
三

一
×
三
五
・
ハ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
は
じ
め
、
岡
崎
市
順
因
寺
所
蔵
九
才
六
字

(
一
三
五
×
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
(写
真
V
・
名
25
)
・
岐
阜
県
朝
日
村
長
円
寺
所

蔵
九
才
六
字

(ク
テ

ー
ハ
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
(写
真
V
・名
24
)
な
ど
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
何
故
こ
の
よ
う
に
異
常
に
大
幅
な
名
号
が
書
か
れ
た
の
か
そ
の
理

由
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
幼
児
性
を
そ
の
大
き
さ
で
表
現
し
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。

結
び

本
稿
で
は
、
幼
児
名
号
を
や
は
り
幼
児
年
令
の
神
号
や
本
願
寺
歴
代
銘
と
関
連
さ

せ
つ
つ
考
察
し
た
が
、
こ
れ
ら
を

一
応
取
り
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

真
宗
で
の
神
号
の
象
徴
的
存
在
で
あ
る
本
福
寺
所
蔵
の
鶴
満
丸
天
神
神
号
を
、
千

葉
乗
隆
氏
は

「蓮
如
筆
」
と
の
前
提
に
立
ち
推
論
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
り
高
槻
市

本
照
寺
所
蔵
の
六
歳
神
号
も
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
北
西
弘
氏
も
、
幼
児
名
号
の
多
く
か
ら

「蓮
如
筆
」
と
の
伝
承
を
肯
定
し

つ
つ
考
察
さ
れ
た
。
そ
の
延
長
と
し
て
、
慶
長
期
の
幼
児
本
願
寺
歴
代
銘
も

「宣
如

筆
」
と
の
前
提
で
推
論
さ
れ
る
。

筆
者
は
、
伝
承
の
考
慮
を
度
外
視
し
て
こ
れ
ら
を
今

一
度
検
討
す
る
方
法
を
と
る

こ
と
に
お
い
て
、
結
論
的
に
は
多
く
の
幼
児
名
号
や
歴
代
銘
は
蓮
如
や
宣
如
な
ど
に

化
託
さ
れ
、
伝
承
化
し
た
と
判
断
す
る
に
至
っ
た
。

ま
ず
前
提
と
な
る
神
号
に
つ
い
て
は
、新
た
に
見
出
さ
れ
た
鶴
満
丸
神
号
に
よ
り
、

四

こ
こ
で
彦
根
市
善
敬
寺
所
蔵
伝
観
如
筆
六
字
名
号
を
あ
ら
た
め
て
見
て
お
き
た
い
。

数
あ
る
幼
児
名
号
の
う
ち
で
も
草
書
風
六
字
名
号
は
、
他
に
例
が
な
く
比
較
が
難
し

い
。
た
だ
十

一
才
の
字
と
し
て
は
他
の
も
の
ほ
ど
稚
拙
で
は
な
い
が
、
「十

一
才
」
の

筆
法
は
宣
如
筆
の
も
の
と
も
異
な
り
、

一
連
の
幼
児
名
号
と
似
て
お
り
、
同
寺
蔵
の

歴
代
銘
と
も
相
通
ず
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
名
号
は
宣
如
筆
で
は
な
い
よ
う
で
、
観
如
筆
の
可
能
性
を
残
す
。

伝
観
如
筆
の
事
例
を
北
西
氏
は
、
須
坂
市
勝
善
寺
の

「龍
虎
八
才
」
「親
鸞
」
を
写
真

紹
介
さ
れ
る
が
J
善
敬
寺
本
と
の
共
通
性
は
今

一
つ
明
瞭
と
な
ら
な
い
。
ま
た
東
本

願
寺
旧
蔵
資
料
の
中
に
も
、
巨
大
な
伝
観
如
筆
の
六
才
九
字

・
同
十
字
名
号
が
含
ま

れ
る
が
、
や
は
り
共
通
性
を
見
出
し
得
な
い
。

伝
観
如
筆
名
号
も
、
宣
如
の
幼
児
筆
の
も
の
が
確
認
さ
れ
た
以
上
存
在
し
な
い
と

は
言
え
な
い
が
、
た
だ
多
く
の
幼
児
名
号
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
伝
承
と

一
致
し

な
い
方
が
む
し
ろ
普
通
で
あ
る
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
も
そ
の
範
囲
で
考
え
て
お

く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
幼
児
名
号
の
中
に
は
か
な
り
大
幅
な
も
の
が
見
ら
れ
る
。
今
の
東
本
願
寺



本
福
寺
の
伝
承
は
史
実
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
ず
、
「蓮
如
筆
」
と
い
う
こ
と
も
成
り

立
ち
難
い
。
年
令
の
み
の
神
号
も
権
力
者
筆
な
ど
に
擬
さ
れ
、
や
は
り
真
宗
に
取
り

込
ま
れ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
筆
法
は
、

一
般
に
伝
来
す
る
青
蓮
院
流

の
も
の
が
大
半
で
あ
り
、
蓮
如
も
青
蓮
院
流
の
筆
法
の
た
め

「蓮
如
筆
」
と
仮
託
さ

れ
て
も
違
和
感
は
少
な
い
。

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
と
す
る
な
ら
ば
、
幼
児
名
号
や
本
願
寺
歴
代
銘
な
ど
の
年

令
の
み
を
記
し
た
も
の
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
な
る
。
す

な
わ
ち
歴
代
銘
が
作
ら
れ
た
頃
に
、
幼
児
名
号
も
作
ら
れ
伝
承
化
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。こ

れ
ら
を
図
式
的
に
整
理
し
て
み
る
と
、
ま
ず
幼
児
神
号
が
親
鸞
の
幼
児
伝
承
と

一
体
化
し
蓮
如
に
化
託
さ
れ
た
も
の
を
現
出
せ
し
め
た
。
同
様
に
、
蓮
如
幼
児
伝
承

も

「蓮
如
筆
」
幼
児
名
号
と

一
体
化
し
た
。
さ
ら
に
教
如
本
願
寺
成
立
直
後
、
観
如

没
と
宣
如
継
職
に
と
も
な
う
確
執
の
中
か
ら
幼
児
歴
代
銘
も
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

た
だ
、
宣
如
筆
と
見
ら
れ
る
幼
児
名
号
は
存
在
し
て
お
り
、
秀
頼
神
号
や
伝
家
光

神
号
、
あ
る
い
は
近
世
の
茶
道
家
元
嗣
子
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
権
力
者
や
家
元
後
継

者
の
幼
児
筆
蹟
と
軌
を

一
に
す
る
も
の
と
し
て
、
宣
如
期
あ
た
り
か
ら
は
幼
児
名
号

が
実
際
に
書
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
趨
勢
の
中
で
親
鸞
幼
児
神
号
や
蓮
如

以
下
歴
代
幼
児
名
号
が
位
置
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
明
瞭
な
筆
蹟
と
比
較
困
難
な
中
で
の
推
論
に
よ
り

一
応
の
結
論
を
導
い
た

が
、
十
分
な
考
証
を
今
後
に
期
し
た
い
。

墨
書
幼
児
名
号
に
つ
い
て

註

(1
)
「蓮
如
名
号
の
研
究
」
(同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
叢
書

・
一
九
九
八

・
法
蔵

館
刊
)

(2
)
北
西
弘

『蓮
如
上
人
筆
跡
の
研
究
』
(
一
九
九
九

・
春
秋
社
刊
)

(3
)
北
西
弘

『金
沢
専
光
寺
文
書
』
(
一
九
八
五

・
北
国
出
版
社
刊
)

(4
)
『史
料
に
み
る
近
江
八
坂
善
敬
寺
史
』
(
二
〇
〇
三

・
一
〇

・
善
敬
寺
刊
)

(5
)
豊
1
は
思
文
閣
美
術
サ
ロ
ン
第
七
四
号
目
録

(平
成
三

・
九
)
掲
載
、
豊
2
は
思
文

閣

「墨
蹟
資
料
目
録
」
第
三
六
九
号

(平
成
十
五

・
三
)
に
掲
載
さ
れ
る
が
、
「豊
太

閤
真
蹟
集

　

下
」
所
載
の
も
の
と
い
う
。

(6
)
田
心文
閣

「墨
蹟
資
料
目
録
」
第
三
七
八
号

(平
成
十
五

・
十
二
)
掲
載
。

(7
)
千
葉
乗
隆

「天
神
神
号
に
つ
い
て
」
(「近
世
仏
教

　

史
料
と
研
究
」
十
六

　

(
一
九
八

二
・
三
)
、
同
著

「本
福
寺
史
」)

(8
)
近
時
、
小
山
正
文
氏
の
所
有
に
帰
し
本
謐
寺
林
松
院
文
庫
蔵
と
な
っ
た
。

(9
)
岡
崎
市
上
宮
寺
に
は
、
寛
正
二
年
九
月
二
日
付
の
裏
書
を
附
す
墨
書
十
字
名
号
が
伝

来
し
た
が

(
一
九
八
七
年
焼
失
)
、

一
般
の
絹
本
光
明
十
字
名
号
で
あ
っ
た
可
能
性
が

あ
り
、
こ
こ
で
は
墨
書
六
字
名
号
を
初
見
と
見
た
。

(10
)
前
掲
註

(4
)

(11
)
谷
下

一
夢

「本
願
寺
教
如
上
人
内
室
考
」
(同
著

「増
補
真
宗
史
の
研
究
」
所
収
・
一

九
七
七

・
同
朋
舎
刊
)

(り
I)
「真
宗
史
料
集
成
」。
第
七
巻
六
四
八
頁
。

(13
)
北
西
前
掲
註

(3
)

(14
)
北
西
前
掲
註

(3
)
八
〇
頁
。

(15
)
東
本
願
寺
旧
蔵
資
料
群
は
、

一
九
九
九
年
所
有
者
が
変
更
と
な
っ
た
。

(補
註
1
)
本
福
寺
の
読
縁
起
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「天
神
名
号

是
成
南
兎
天
満
宮
大
自
在
天
神
と
あ
る
噌
″は
、
信
阻
院
殿
蓮
如
上
人
の
御
筆
に
し
て
、
そ

の
ゆ

へ
、
祖
師
聖
人
六
歳
の
御
時
、
鎌
倉
荏
が
ら
天
神
江
御
奉
納
被
遊
そ
御
神
号
あ
り
し
を
、

蓮
如
上
人
関
東
御
経
回
の
折
柄
。
御
拝
見
有
之
、
あ
ま
り
珍
ら
し
き
事
に
思
召
あ
ら
せ
ら

一

一



ぼ
萍
夕
凛
窓
辺
1　址
叱
は
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

「鶴
光
麻
呂
(
御
幼
稚
ノ
譚
也
、
ツ
ル
ミ
ツ
マ
ロ
ト
モ
亦

(

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
三
号

れ
、
御
帰
京
の
砺
、
法
住
江
御
土
産
に
被
下
た
る
天
神
の
神
号
、
蓮
如
上
人
の
御
真
筆
な
り
、

下
に
露
満
丸
と
あ
る
は
、
聖
人
六
歳
の
時
の
御
名
て
御
座
る
、」

(補
註
2
)
『叢
林
業
』
巻
八
に
は
、
鶴
光
丸
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
り
、
本
福
寺

の
伝
承
と
同
様

「荏
柄
天
神
」
の
名
を
見
る
。

「聖
人
御
名
之
事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

エ

ガ
ラ
ノ

先
ツ
御
得
度

マ
テ
九
歳
ノ
ア
ヒ
タ
御
童
名
有
二異
説
・、

一
説
二
(
鎌
1　
志

二
荏
柄

天
神
ノ

下
二
鶴
光
丸

「
親
鸞
聖
人
ノ
童
名
也
卜
ず
、」
(「真
宗
史
料
集
成
第
八
巻
二
九

一
頁
」)

一
二

ワ
ヴ
ク

　
7
汐
マ
J
卜

後

年
月

遥

二
過
キ

幼
児
名
号
に
つ
い
て
、
名
古
屋
市
井
川
芳
治
氏
・高
山
市
三
本
昌
之
氏
に
情
報
提
供
い
た

だ
い
た
。
所
蔵
者
の
御
協
力
も
併
せ
て
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
以
下
の
写
真
は

概
刊
図
録
等
よ
り
転
載
し
た
。
天
神
2
・
3

(「近
世
仏
教

　

史
料
と
研
究
」
十
六
)
、
名
8

(『真
宗
中
興
の
祖

　

蓮
如
上
人
展
』
(
一
九
九

一
)
五
二
頁
)
、
名
13

(『蓮
如
上
人
と
尾
張
』

(
二
〇
〇
〇
)

　

一
四
三
頁
)
、
名
14

(「長
浜
大
通
寺
の
精
華
」
(
二
〇
〇
二
)
六
八
頁
)
、
名

22

・
23

・
銘
3

(『能
登
羽
咋

　

本
念
寺
々
法
檜
葉
書
』
・
戦
前
刊
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「鎌
倉
茨
柄
ノ
天
神
し
に
六
歳
の
時
鶴
光
丸
と
署
名
し
た
名
号
を
奉
納

し
た
こ
と
を
告
げ
る
。
こ
こ
で
は
天
神
神
号
で
な
く
名
号
と
し
て
い
る
。
尚
、
『御
絵
伝
私

考
』
に
つ
い
て
は
塩
谷
菊
美
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

モ
号
ス
ル
ナ
リ
、
然
ル
ニ
御
白
葎
ニ
テ
ご
(
徽
ノ
時
名
号
ヲ
書
、

聖
人
東
国
御
経
廻
ノ
時
、
相
州
足
柄
郡
江
津
真
楽
寺
二
七
年
御
在

経
御
遊
説
り
便
次
二
天
神
二社
参
マ
シ
く
ケ
リ
、此
時
後
ノ
人

名
字

二
添
書
シ
玉
ヘ
リ
、
親
鸞
事
卜
御
添
書
ア
ソ
バ
サ
レ
ケ
ル
、」




